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はじめに
本稿は、 日本学術振興会科学研究費 ： 基盤研究 (B) 「映
画における 〈音〉 の機能──その多角的分析と映像教育資
源の開発」 （課題番号 25284045、 2013 〜 2015 年度） の助
成を受けて行う研究の一環であり、 現段階におけるその理論
面での研究成果を整理し、 特に、 映画における 「音の空間」
について論じるものである。
最初に、 同科研費研究全体の概要を簡単に紹介しておきた
い。 この研究は、 映画における 「音」 （声 ・ 音楽 ・ 物音 ・ 音
響操作すべてを含む） について、 過去の理論研究と映画作





















的特性ゆえに、 つねに 「空間」 の問題を顕在化させ、 その
表現に対して際立った機能を果たしていると思われるからだ。
以上の観点から、 まずトーキー映画黎明期の歴史的事実を
振り返り、 音の導入によって 「空間」 の問題が顕在化して行っ
た経緯を整理する。 その上で、 これまでの映画研究における
議論をふまえ、 空間による 「音」 の分類図式を提起する。 最





SOUND SPACE IN CINEMA
１ 音の導入 ─ 「空間」問題の前景化
1927 年、 初のトーキー映画であるアラン ・ クロスランド監督
『ジャズ ・ シンガー』 が公開された。 このときから映画は、 声を
含むあらゆる 「音」 を、 自らの構成要素として、 身体の不可
分の一部として持つようになった。
本稿は、 映画における 「音の空間」 に焦点を絞るが、 なぜ





















































































































































































































































るいはアンドレ ・ バザンにならって、 スクリーンを 「世界に向
かって開かれた窓」、 あるいは物語世界の 「出来事の一部し
か知覚させないマスク」 と呼んでもいいだろう （バザン ： 622、
627）。 映画の 「画面」 とは、 サイレント／トーキーを問わず、
このようなものだ。 そして映画をめぐる言説は、つねにこの 「画






しかしながら、 音響はその物理的特性において 「画面」 と
はまったく相容れない。 ジャック・オーモンの指摘する通り、「画











でもなく 「空間」 をめぐる両者の相違においてである （Doane 
1980a ： 54）。
しかし他方で、 「空間」 の主題化は、 映画制作者があらた
めてそれを意識化し 「音による空間演出」 を積極的に模索す
る動因にもなった。 音は、 目に見えるものに付随する聴覚的







空間」 について整理することにしたい。 「空間 space」 あるい
は 「空間性 spatiality」 という語は、 極めて曖昧かつ多義的
な意味で用いられて来た。 少なくとも、 映画館の物理的空間、
撮影現場の物理的空間、 物語世界の想像的空間、 そして映






作動させられる」 として、 ①物語世界の空間、 ②スクリーンの
目に見える空間、 ③映画館ないし観客席の音響空間を区分














している。 しかし、 映画を観る観客は、 いつしか物語に没頭
し、 映画館の椅子に縛り付けられている 〈いま - ここ〉 を忘
れ、 物語世界内の 〈いま - ここ〉 へとワープする。 この過程
で、 物語への没入を妨げるあらゆる要素──映画館という現
実空間、 スクリーンの限界、 撮影 ・ 編集 ・ 上映にかかるすべ
ての技術的痕跡──は透明でなければならない。 これは 「技






を 「隠蔽」 し、映像と音響の一体化を 「偽装」 することによって、
一件落着した。 以後、 サラウンド ・ システムが標準化された
現在に至ってもなお、 映画の主要なセリフは音響透過型スク
















の音」、 「フレーム外の音」 と呼んで区別した （シオン ： 32）。
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して、 たびたび参照される作品が、 ロベール ・ ブレッソン 『抵
抗──死刑囚は逃げた』 (1956) である。 詳細な分析が、 シ
オンおよびデヴィッド・ボードウェルらによってなされている （シ










い。 しかし、 オフスクリーンの音は、 スクリーンの 「外側」 を
積極的に描写することで、 かえってスクリーンの存在やその限
界を意識させてしまう可能性があるのだ。 映画の音響再生が




ンはこれを 「舞台裏効果」 と名付け、 過剰なオフスクリーンの
音によってスクリーンの外側、 つまり舞台裏であるべきものが
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空間は、いわば非時間の時間、非空間の空間である。それは
ど
・ ・ ・ ・ ・ ・
こにもない時空間であると同時に、〈い
















































































































































































図 1 ： 空間による音の分類図式
030 名古屋学芸大学メディア造形学部研究紀要2015 VOL.8
















































































































































































































































































































































































図 2 ： 空間による音の分類と技術的操作
034 名古屋学芸大学メディア造形学部研究紀要2015 VOL.8
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